
基本的な考え方

当社グループは企業理念に掲げた目指すべき姿を実現し、持続的な成長と中長期的な企業価値向上が、すべてのステークホルダーの満足
につながると認識しています。これを実現するために、企業経営の透明性と効率性の確保、また迅速・果敢な意思決定を実現するコーポ
レートガバナンスの強化に努めています。

コーポレートガバナンス体制

当社は、2016年6月29日開催の定時株主総会をもって監査役会設置会社から監査等委員会設置会社へ移行しています。この移行
は、企業経営の透明性と効率性の確保、また迅速・果敢な意思決定を実現するコーポレートガバナンスの強化の一環として取締役会
のさらなる監督機能の強化を図るためのものです。

当社においては、監査等委員会設置会社への移行に伴って、取締役会決議により重要な業務執行の一部について、その決定を業務執
行を担う取締役へ委任することによる意思決定の迅速化を推進する一方で、取締役会の過半数を社外取締役で構成することにより監
督機能を強化するとともに、取締役の職務の執行の適法性および妥当性を監査する権限を有する監査等委員会を設置することにより
監査・監督機能を強化しています。

取締役会については、取締役（監査等委員である取締役を除く。）9名（うち社外取締役5名）と監査等委員である取締役3名（う
ち社外取締役2名）の計12名で構成され、経営の基本方針等の最重要事項に関する意思決定および業務執行の監督を担っています。

業務執行については、重要な業務執行の一部の決定を業務執行を担う取締役へ委任することにより意思決定の迅速化を推進するとと
もに、執行役員制度により確実かつ迅速な業務の執行体制を構築しています。また、経営協議会、グループ経営協議会を設置し業務
執行に関する重要事項の審議・報告を行っています。

監査等委員会については、監査等委員である取締役3名（うち社外取締役2名）で構成され、監査等委員会の定める監査等委員会監
査等基準に従い取締役の職務執行状況についての監査等を行っています。なお、取締役（監査等委員である取締役を除く。）および
使用人からの情報収集、ならびに内部監査部門および会計監査人との連携を円滑に行い監査等の実効性を高めるため、常勤の監査等
委員1名を選定しています。

ESG情報

コーポレートガバナンス

ウシオ電機内部統制図

コーポレートガバナンス・コードへの対応

当社は、東京証券取引所の「コーポレートガバナンス・コード」への対応をし、コーポレートガバナンスの強化を図っています。
現在、原則実施を行っていない「取締役会の実効性の分析・評価結果の概要の開示」についても、今後の検討課題として認識してい
ます。

詳細は、コーポレートガバナンス報告書をご覧ください。

http://www.ushio.co.jp/jp/ir/library/governance/
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監査等委員会設置会社への移行について

これまで当社では、独立社外取締役3名、独立社外監査役3名の選任に加え、委員長および半数以上の委員を社外取締役で構成
する報酬諮問委員会を設置するなど、コーポレートガバナンスの強化に努めてきました。

今回、取締役会のさらなる監督機能の強化を図るとともに、重要な業務執行の一部について、その決定を業務執行を担う取締
役および執行役員へ委任することによる意思決定の迅速化を推進するため、監査等委員会設置会社へ移行しました。

［ 監査等委員会設置会社 ］3名以上の取締役からなり、その過半数を社外取締役が占める監査等委員会を設置
取締役（監査等委員である取締役を除く。）および使用人からの情報収集、ならびに内部監査部門および会計監査人との連携
を円滑に行い監査等の実効性を高めるため、常勤の監査等委員1名を選定しています。

小林　敦之
取締役

常勤監査等委員

取締役監査等委員からのメッセージ

監査等委員会設置会社への移行に伴い、取締役の過半数を社外から選任し、社外取締役
から当社経営に有益なご意見やご指摘をいただくことで、さらに監督機能を強化いたし
ます。また業務執行についても、執行役員に権限を委譲することで、迅速な判断ができ
るような体制へと変わります。取締役の人選も、実効性を出すことに重点を置いたもの
としています。

監査等委員会では、コンプライアンスを重視し企業価値の毀損を防ぐことを大前提とし
て、新たな監査項目として加わる「執行の妥当性の監査」を重点的に見てまいります。
また、コーポレートガバナンスを通じて、企業価値のさらなる向上をさせることが重要
だと思っており、「経営の透明性・効率性の向上」「迅速な業務執行」「リスクマネジ
メントおよびコンプライアンスの徹底」を推進していく所存です。

一昨年、ウシオは設立50周年を迎えました。付加価値の高い事業や製品をどのように事業化していくのか議論を進め、さらなる成
長に向けて邁進してまいります。

役員報酬の考え方・決定方法

報酬体系としては、役位に応じた基準額および業績・職務評価に応じて決定される額から構成される金銭報酬および株式報酬により
構成されています。なお、これらの報酬に係る取締役会決議にあたっては、あらかじめ報酬の体系および水準ならびに業績への貢献
度評価について公平性および妥当性を確保する観点から委員長および半数以上の委員を社外取締役で構成する報酬諮問委員会の審議
を経ることとしています。

役員区分ごとの報酬等の総額、報酬等の種類別の総額および対象となる役員の員数

役員区分 報酬等の総額
（百万円）

報酬等の種類別の総額（百万円） 対象となる
役員の員数

基本報酬 ストックオ
プション

賞与 役員向け株
式報酬

退職慰労金

取締役
（社外取締役を除く。） 366 292 － － 73 － 9

監査役
（社外監査役を除く。） 25 25 － － － － 3

社外役員 36 36 － － － － 7

（注）役員向け株式報酬は、日本基準により当期に費用計上した金額を記載しています。
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内部監査および監査等委員会監査の状況

内部監査部門は、業務管理や業務手続の妥当性などの監査を実地での監査を基に行っており、監査等委員会に対して年間の監査計画
書を提出して具体的な監査方針を説明するとともに、内部監査結果の報告を適宜行います。

会計監査人は、監査等委員会に対して年間の監査計画書を提出して具体的な監査方針を説明するとともに、四半期・期末決算におけ
る四半期レビュー・会計監査の際にはレビュー・監査結果の要旨の報告を行います。

監査等委員会、内部監査部門および会計監査人は、情報交換、意見交換を実施し、相互連携を図っています。

コンプライアンス

当社は、全社員が法令、定款および当社の企業理念を遵守した行動をとるための行動指針として「私たちの行動指針10」を定め、
その徹底を図るため「コンプライアンス委員会」を設けています。「業務監査室」は「コンプライアンス委員会」と連携の上、状況
を監査し、適宜「取締役会」および「監査等委員会」に報告します。さらに、取締役の職務執行に係る情報は文書または電磁的媒体
に記録・保存、管理します。取締役が常時閲覧でき、適時適応できるようにしています。

また、コンプライアンス意識の醸成を図るため、グループ各社に当社の行動指針などを共通で準用・活用し、「業務監査室」
がグループ会社の監査を実施しています。

リスク管理

当社は、リスク管理規程においてコンプライアンス、環境、品質、財務、法務、災害、情報および輸出管理などのリスクの種類ごと
に責任部門を定め、各責任部門において規則やガイドラインの制定、研修の実施、マニュアルの作成や配布などを行うものとし、新
たに生じたリスクについては速やかに対応責任者となる取締役または執行役員を任命することを定めています。また、リスクが現実
化し、重大な損害の発生が予測される場合は、担当取締役ないし執行役員は速やかに取締役会に報告することとしています。

情報セキュリティーと個人情報保護

当社が事業を推進していくために保有している情報は、お取引先さまに関する情報、個人情報、営業機密などの重要なものであるこ
とを認識し、情報の取り扱いに必要なルールを定め、自社、お取引先さまを問わず、秘密情報を適切に保護することを義務づけ、徹
底しています。また、個人情報保護法の遵守も重視しています。運用面では遵守意識の向上と効果的な運用を図るために、運用状況
の評価を部門が自己診断し、継続的に改善していくサイクルについての取り組みを全社に展開しています。

具体的には、入退室管理と就業管理を併せて行えるよう、ICカード式入退室管理システムを導入し、重要な区画へのアクセスの制限
や記録を行い、重要な情報への不適切なアクセスを防いでいるほか、プログラム資産管理、コンピューターウィルス対策をサーバ集
中管理し、管理負荷を抑えつつ強化を図っています。また、お取引先さまからお預かりした秘密情報については、取得から保管、廃
棄に至るまでの取り扱いを規定し、定期的にチェックする運用を行い、これらのセキュリティー施策の状況に関するお取引先さまに
よる実地確認を機に、対策の整備状況と運用状況の見直し・強化を図っています。
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新任社外取締役メッセージ

社外取締役 橘・フクシマ・咲江

私は30年以上にわたって、外資系の経営戦略や人財戦略のコンサルティング企業で外
資および日系企業の問題解決に当たってきました。同時に、外資系のグローバル本社の
社内取締役を12年間、そして2001年からは日本企業9社の社外取締役を務め、日本企
業のコーポレートガバナンス整備のお手伝いをさせていただきました。その中で、経営
の要は、ぶれない軸となる企業理念と、その理念を持ちつつ柔軟に変化に対応できる
「外柔内剛」の人財だと考えています。

ウシオグループは、光技術というニッチな市場で、グローバルに高シェアを維持し、さ
らに光の応用技術で社会や企業の課題に解決策を提供している企業だと思います。

今後はウシオグループの事業内容を学びながら、企業戦略を理解し、ガバナンスおよび
人財戦略に関する領域で、微力ながら可能な限り貢献してまいりたいと存じます。

略歴

1980年6月 ブラックストン・インターナショナル株式会社入社

1987年9月 ベイン・アンド・カンパニー株式会社入社

1991年8月 日本コーン・フェリー・インターナショナル株式会社入社

1995年5月 コーン・フェリー・インターナショナル米国本社取締役

2000年9月 日本コーン・フェリー・インターナショナル株式会社取締役社長

2001年7月 同社代表取締役社長

2009年5月 同社代表取締役会長

2010年3月 株式会社ブリヂストン社外取締役（現任）

2010年7月 G&Sグローバル・アドバイザーズ株式会社取締役社長（現任）

2011年6月 味の素株式会社社外取締役（現任）

2012年5月 J・フロントリテイリング株式会社社外取締役（現任）

社外取締役 監査等委員 山口伸淑

私は金融機関、そしてその関連会社に通算38年間勤務し、現在は他2社の社外取締役を
兼務しています。その間、市場部門、海外、審査、信託、不動産業務などを担当し、同
時に数多くのお客様と接することができました。その中で企業の持続的成長には、何と
言っても有効なガバナンスと多様性を備えた活力ある組織が必要だと実感しました。

ウシオグループは光のさまざまな分野で数々の世界トップシェアの製品を創出しつつ、
ソリューションを提供してきました。「光を創る」「光を利用する」「光を操る」の各
ステージの優位性を高めるのはもちろんのこと、各部門の連携による光の世界での新た
なソリューションを提供し、社会になくてはならない存在となることを期待しています。

今後は従来にも増してグループへの期待が高まると同時に、市場の変化のスピードが加
速すると思われます。各基本戦略については現状でほぼ満足できる水準と思われます
が、今後は経営陣と執行部門との進むべき方向性、ならびに「思い」の共有を図ること
で、一段の飛躍が期待できると考えます。

私は今までの経験を活かし、グループの新たな挑戦、変化への対応、そして一層の飛躍
に貢献したいと存じます。

略歴

1977年4月 株式会社協和銀行（現 株式会社りそな銀行）入行

2003年6月 株式会社りそな銀行執行役

2010年6月 同行取締役専務執行役員

2013年4月 りそなカード株式会社代表取締役

2014年6月 ナカバヤシ株式会社社外取締役（現任）

2015年4月 株式会社東京カンテイ専務取締役

2015年12月 株式会社エスケーアイ社外取締役（現任）
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牛尾 治朗

代表取締役会長

浜島 健爾

代表取締役社長

牛尾 志朗

取締役
ウシオライティング株式会社
代表取締役会長

伴野 裕明

取締役
固体事業推進室長

中前 忠

社外取締役

原 良也

社外取締役

金丸 恭文

社外取締役

服部 秀一

社外取締役

取締役

取締役（2016年6月29日現在）

橘・フクシマ・咲江

社外取締役

小林 敦之

取締役
常勤監査等委員

米田 正典

社外取締役
監査等委員

山口 伸淑

社外取締役
監査等委員

取締役会 監査等委員会
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